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卒
業
論
文
の
提
出
期
限
が

迫
っ
て
き
た
。
３
年
次
の
後

期
に
テ
ー
マ
を
確
定
し
、
コ

ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
き
た

研
究
は
次
第
に
熱
を
帯
び
、

「
あ
～
時
間
が
足
り
な
い
」

と
い
う
悲
鳴
と
と
も
に
年
を

越
す
。

　
さ
て
、
今
年
か
ら
本
学
部

で
は
卒
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
が
必
修
と
な
り
、
従
来
で

あ
れ
ば
論
文
執
筆
と
は
無
縁

の
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
よ
う

な
学
生
も
必
死
に
パ
ソ
コ
ン

に
か
じ
り
つ
い
て
い
る
。
よ

っ
て
、
卒
論
の
テ
ー
マ
も
極

め
て
ユ
ニ
ー
ク
。
仮
想
世
界

の
初
音
ミ
ク
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
を
観

光
対
象
と
し
た
旅
行
研
究
や

「
航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員

に
は
、
な
ぜ
美
人
が
多
い
の

か
」
と
い
っ
た
美
的
労
働
を

取
り
上
げ
た
研
究
も
あ
る
。

　
美
的
労
働
と
は
、
ア
メ
リ

カ
の
研
究
者
が
提
唱
し
て
い

る
概
念
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

中
心
と
し
た
合
理
的
で
効
率

的
な
規
格
型
サ
ー
ビ
ス
に
付

加
価
値
を
与
え
る
も
の
と
し

て
、
見
た
目
の
美
し
さ
を
重

視
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
最

近
で
は
、
入
念
に
化
粧
を
施

し
、
ま
る
で
別
人
の
よ
う
に

顔
を
作
り
上
げ
る
「
顔
を
盛

る
」
メ
イ
ク
法
が
若
い
女
性

の
間
で
は
人
気
だ
。
ま
た
、

中
高
年
女
性
の
間
で
は
実
年

齢
よ
り
も
、
自
分
を
若
く
見

せ
る
「
美
魔
女
」
が
話
題
で

あ
る
。
論
文
を
執
筆
し
た
女

子
学
生
は
、
「
行
き
過
ぎ
た

美
的
労
働
は
美
人
以
外
の
労

働
者
の
機
会
を
奪
い
、
差
別

を
助
長
す
る
」と
指
摘
す
る
。

　
一
方
、
盛
り
顔
が
商
品
と

な
る
ホ
ス
テ
ス
の
接
客
サ
ー

ビ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
卒
論

も
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
対

人
サ
ー
ビ
ス
の
可
視
化
に
関

す
る
研
究
」
。
ホ
ス
テ
ス
が

提
供
す
る
商
品
と
は
、
ま
さ

に
究
極
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
生

成
過
程
を
分
析
す
れ
ば
、
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
ホ
ス
テ
ス
が
ど

う
や
っ
て
顧
客
を
満
足
さ
せ

て
い
る
の
か
が
分
か
る
と
い

う
の
が
執
筆
者
で
あ
る
Ａ
子

さ
ん
の
狙
い
で
あ
る
。

　
Ａ
子
さ
ん
は
論
文
執
筆
に

あ
た
り
ホ
ス
テ
ス
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
、
参
与
観
察
を

通
じ
て
ホ
ス
テ
ス
な
ら
で
は

の
配
慮
行
動
（
気
配
り
）
を

抽
出
し
分
析
し
て
い
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
水
割
り
を
作

る
際
、
一
般
的
に
は
グ
ラ
ス

に
氷
を
入
れ
て
か
ら
酒
と
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
注
ぎ

マ
ド
ラ
ー
で
か
き
混
ぜ
る
。

し
か
し
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ホ

ス
テ
ス
は
グ
ラ
ス
に
氷
を
入

れ
た
段
階
で
音
を
た
て
て
氷

を
か
き
混
ぜ
る
と
い
う
。
Ａ

子
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
酒
を
入

れ
る
前
に
氷
を
か
き
混
ぜ
る

の
は
「
グ
ラ
ス
を
冷
や
す
」

た
め
で
あ
り
、
「
音
を
た
て

る
」
こ
と
で
、
そ
の
ホ
ス
テ

ス
は
聴
覚
を
通
じ
て
行
為
の

意
味
を
顧
客
に
認
知
さ
せ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　
つ
ま
り
、
配
慮
行
動
を
い

か
に
可
視
化
す
る
か
が
顧
客

の
心
を
つ
か
む
コ
ツ
で
あ
り

そ
の
た
め
の
方
法
が
「
五
感

に
訴
え
る
こ
と
」
だ
と
Ａ
子

さ
ん
は
説
く
。
体
当
た
り
の

ホ
ス
テ
ス
研
究
。
そ
の
研
究

成
果
も
楽
し
み
だ
。

　
（
九
州
国
際
大
学
教
授
・

博
士
〈
観
光
学
〉
、
サ
ー
ビ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
２
０
０
７
年
の
第
一
次

安
倍
内
閣
の
際
、
安
倍
総

理
大
臣
の
政
権
構
想
の
中

に
「
美
し
い
国
　
日
本
」

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
安
倍
内
閣
が
国
民

と
と
も
に
目
指
す
も
の
と

し
て
掲
げ
、
活
力
と
チ
ャ

ン
ス
と
優
し
さ
に
満
ち
あ

ふ
れ
、
自
律
の
精
神
を
大

事
に
す
る
、
世
界
に
開
か

れ
た
、
「
美
し
い
国
、
日

本
」
と
定
義
さ
れ
た
。

　
政
治
的
な
話
は
ひ
と
ま

ず
置
い
て
お
く
と
し
て
、

こ
の
構
想
自
体
に
は
総
論

賛
成
で
あ
る
。
で
は
具
体

的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
今
の
安
倍
政
権
で
は

特
別
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
な
い
の
で
、
私
な
り
に

考
え
て
み
た
。
景
観
や
文

化
な
ど
が
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
外
国
に
向
け

て
日
本
の
魅
力
を
発
信

し
、
自
国
の
魅
力
に
誇
り

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
だ
と
解
釈
を
し
て

い
る
。

　
話
は

月
に
日
本
政
策

投
資
銀
行
か
ら
発
表
さ
れ

た
、
「
ア
ジ
ア
８
地
域
・

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向

調
査
」
に
つ
い
て
触
れ
て

い
き
た
い
。

　
こ
の
調
査
は
ア
ジ
ア
８

地
域
、
中
国
、
韓
国
、
香

港
、
台
湾
、
タ
イ
、
マ
レ

ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
各
５
０

０
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
、
行
き
た
い
国
と
日
本

の
魅
力
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
全
体
で
、
行
き
た
い

国
で
日
本
は
首
位
、
回
答

者
の
地
域
別
に
見
て
も
、

東
南
ア
ジ
ア
、
香
港
、
台

湾
で
は
首
位
、
政
治
問
題

が
悪
化
し
て
い
る
中
国
で

も
２
位
で
、
昨
年
の
３
位

か
ら
順
位
を
上
げ
て
い

る
。
韓
国
だ
け
は
昨
年
の


位
と
比
べ

位
と
ラ
ン

ク
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
政
治
的
な
問

題
が
大
き
く
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
魅
力
、

日
本
で
体
験
し
た
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
「
和
食
」

「
景
観
」
「
温
泉
」
が
人

気
の
上
位
で
あ
り
、
日
本

旅
館
に
つ
い
て
も
全
体
の


％
が
体
験
し
た
い
と
答

え
て
い
る
。
特
に
東
南
ア

ジ
ア
で
は

％
近
い
人
が

日
本
旅
館
を
体
験
し
た
い

と
答
え
て
い
る
。

　
外
国
人
の
特
に
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
日
本
に
対

し
て
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に

高
く
、
潜
在
需
要
が
あ
る

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
日

本
に
来
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
の
多
く
が
温
泉
旅
館

に
宿
泊
し
て
和
食
を
味
わ

い
た
い
と
考
え
て
い
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
さ
て
、
経
営
者
に
最
も

必
要
な
こ
と
と
い
う
シ
リ

ー
ズ
で
書
い
て
い
る
が
、

今
回
最
も
必
要
な
こ
と
の

一
つ
と
し
て
、
「
情
報
」

と
い
う
こ
と
を
言
い
た

い
。
世
の
中
に
は
情
報
が

た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い

る
。
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
簡
単
に
し
か

も
大
量
に
情
報
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大

事
な
こ
と
は
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
、
経
営
者
は
い
ち

早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
情

報
も
そ
う
だ
が
、
手
に
入

れ
た
情
報
の
中
か
ら
有
益

な
こ
と
を
選
択
し
、
経
営

の
舵
を
き
る
。
こ
れ
も
経

営
者
に
必
要
な
こ
と
の
一

つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
飯
島
綜
研
・
飯
島
一

敏
＝http://ik-g.jp/

）

　
１
月

日
の
小
正
月
に
は
、
餅

を
入
れ
た
小
豆
粥
を
食
べ
る
風
習

が
あ
る
。
物
の
本
に
よ
る
と
、
平

安
時
代
に
は
す
で
に
行
わ
れ
、
室

町
時
代
以
降
に
な
る
と
、
広
く
一

般
に
普
及
し
た
と
書
か
れ
る
。
当

然
、中
国
の
故
事
に
よ
る
も
の
で
、

１
月

日
の
亥
の
刻
に
小
豆
の
粥

を
供
え
て
て
ん
ぐ
を
祭
り
、
そ
の

粥
を
食
べ
る
と
１
年
中
の
邪
気
を

除
き
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と

い
う
風
習
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
と

言
わ
れ
る
。

　
「
柳
箸
荒
削
り
し
て
小
豆
粥
」

菅
原
き
く
子
。
と
詠
ま
れ
る
ご
と

く
小
豆
粥
な
ど
、
祝
い
に
用
い
る

箸
は
、
柳
の
白
箸
を
用
い
る
の
が

し
き
た
り
。私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、

荒
削
り
の
太
い
柳
箸
で
雑
煮
を
食

べ
た
。
太
く
て
使
い
づ
ら
く
難
儀

を
し
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
る
。
雑
煮
を
は
じ
め
祝

い
箸
は
柳
箸
で
あ
る
。

　
小
豆
は
ふ
っ
く
ら
と
や
わ
ら
か

く
茹
で
る
。
「
腹
を
切
る
」
と
言

っ
て
、
小
豆
の
皮
が
破
れ
る
こ
と

を
忌
み
嫌
う
の
で
注
意
す
る
こ
と

で
あ
る
。
赤
飯
の
小
豆
も
皮
を
破

ら
な
い
よ
う
に
茹
で
る
。

　
米
は
洗
っ
て
５
～
６
倍
の
水
加

減
で
し
っ
と
り
と
粥
を
炊
く
。
丸

餅
と
茹
で
た
小
豆
を
加
え
て
ほ
ん

の
り
彩
付
く
よ
う
に
炊
き
、
軽
い

塩
味
を
つ
け
る
。

　
鏡
は
神
の
姿
（
神
霊
）
を
映
す

神
秘
か
ら
、
鏡
餅
を
は
じ
め
お
め

で
た
に
は
丸
餅
が
習
わ
し
で
あ

る
。

　
小
豆
の
赤
に
は
邪
気
を
祓
っ
て

無
病
息
災
、
福
を
ま
ね
く
意
が
あ

る
。

　
今
日
、
１
月

日
に
小
豆
粥
を

食
べ
る
風
習
も
す
た
れ
つ
つ
あ
る

が
、
日
本
の
古
き
し
き
た
り
を
大

切
に
伝
え
、
お
客
さ
ま
の
も
て
な

し
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
料
理
家
・
倉
橋
柏
山
）
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
４
年
の

景
気
見
通
し
に
対
す
る
企
業
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
。

同
年
の
景
気
を
「
回
復
」
と
見
込
む
企
業
は

・
７
％

で
、
前
年
調
査
の
９
・
１
％
か
ら
２
・
６
倍
に
急
増
し

た
。
業
種
別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
が

・
７
％
と
最
も

多
く
回
答
。
景
気
へ
の
懸
念
材
料
は
「
税
制
」
が

・

６
％
と
最
多
に
な
っ
た
。

　

年
を
「
回
復
局
面
」
だ

っ
た
と
す
る
企
業
は

・
２

％
で
、
前
年
調
査
か
ら

・

１
㌽
増
加
し
た
。
「
踊
り
場

局
面
」
と
し
た
企
業
は

・

４
％
と
、同

・
０
㌽
増
加
。

「
悪
化
局
面
」
は
８
・
０
％

で
、
前
年
の

・
１
％
か
ら

大
き
く
減
少
し
た
。

　
回
復
局
面
と
し
た
企
業
か

ら
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
成
長
戦
略
が
明
確
に
な

り
、
金
融
庁
と
経
産
省
が
本

気
で
景
気
回
復
へ
動
き
始
め

た
年
」
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

伴
い
始
ま
っ
た
円
安
傾
向
に

よ
っ
て
、
震
災
復
興
需
要
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
、
資
材

の
価
格
高
騰
な
ど
、
景
気
は

着
実
に
回
復
基
調
に
あ
る
」

な
ど
、
安
倍
政
権
の
経
済
政

策
を
挙
げ
る
声
が
多
か
っ

た
。

　

年
の
景
気
見
通
し
は
、

回
復
が

・
７
％
、
踊
り
場

が

・
６
％
、
悪
化
が

・

５
％
、
分
か
ら
な
い
が

・

３
％
。

　
業
種
別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
回
復
と
答
え
た
割
合
が

最
も
高
く
、

・
７
％
に
上

っ
た
。
建
設
、
製
造
も
全
体

平
均
を
上
回
っ
た
。

　
た
だ
、
小
売
業
は

・
４

％
が
悪
化
を
見
込
む
と
し
て

い
る
。
農
・
林
・
水
産
、
卸

売
、
小
売
、
運
輸
・
倉
庫
の

４
業
界
も
悪
化
と
す
る
割
合

が
全
体
平
均
を
上
回
っ
た
。

　

年
の
景
気
へ
の
懸
念
材

料（
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答
）

は
「
税
制
（
消
費
増
税
、
復

興
増
税
含
む
）
」
が

・
６

％
と
最
も
多
か
っ
た
。
「
原

油
・
素
材
価
格
（
上
昇
）
」

も

・
０
％
と
５
割
を
超
え

た
。以
下
、「
為
替（
円
安
）」


・
０
％
、
「
中
国
経
済
」


・
３
％
、
「
米
国
経
済
」


・
５
％
、「
金
利（
上
昇
）」


・
８
％
―
な
ど
。

　
今
後
、
景
気
が
回
復
す
る

た
め
に
必
要
な
政
策
（
複
数

回
答
）
は
、
「
個
人
消
費
拡

大
策
」
が

・
５
％
で
ト
ッ

プ
。以
下
、「
所
得
の
増
加
」


・
７
％
、
「
法
人
向
け
減

税
」

・
７
％
、
「
個
人
向

け
減
税
」

・
８
％
、
「
規

制
緩
和
」

・
５
％
、
「
公

共
事
業
費
の
増
額
」

・
７

％
―
が
上
位
に
上
っ
た
。

　
調
査
は

年

月

～


日
に
全
国
２
万
２
８
６
３
社

へ
行
い
、
１
万
４
９
３
社
か

ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　
中
小
企
業
庁
は
こ
の
ほ

ど
、
中
小
企
業
景
況
調
査
の

２
０
１
３
年

～

月
期
分

を
公
表
し
た
。
同
期
の
中
小

企
業
全
産
業
の
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
（
前
期
比
で
好
転
と
す
る

企
業
割
合
か
ら
悪
化
と
す
る

企
業
割
合
を
引
い
た
値
、
季

節
調
整
値
）
は
マ
イ
ナ
ス


・
８
で
、
前
期
（
２
０
１
３

年
７
～
９
月
期
）
か
ら
４
・

９
㌽
上
昇
。
業
種
別
で
は
、

宿
泊
業
が
マ
イ
ナ
ス

・
９

で
、同
１
・
０
㌽
低
下
し
た
。

　
全
産
業
は
２
期
ぶ
り
の
上

昇
。
宿
泊
業
は
３
期
連
続
で

低
下
し
た
。

　
宿
泊
業
や
飲
食
業
、
対
個

人
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
サ
ー

ビ
ス
業
全
体
は
マ
イ
ナ
ス


・
２
で
、
同
１
・
０
㌽
上
昇

し
た
。建
設
業
が
１
・
３
で
、

前
期
の
マ
イ
ナ
ス
７
・
１
か

ら
プ
ラ
ス
水
準
に
転
換
。
卸

売
業
が
マ
イ
ナ
ス

・
６
、

小
売
業
が
マ
イ
ナ
ス

・
７

と
、
マ
イ
ナ
ス
水
準
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
を
都
道
府
県
別
で
み

る
と
、
青
森
、
神
奈
川
、
鳥

取
、
徳
島
、
沖
縄
の
５
県
で

前
期
比
低
下
し
た
が
、
ほ
か

は
上
昇
し
た
。
た
だ
、
前
期

に
プ
ラ
ス
水
準
だ
っ
た
沖
縄

が
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込

み
、
全
て
の
都
道
府
県
が
マ

イ
ナ
ス
水
準
と
な
っ
た
。

　
調
査
対
象
企
業
か
ら
の
主

な
コ
メ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

　
「
出
張
の
お
客
が
増
え
て

き
て
い
る
。円
安
の
影
響
で
、

外
国
人
も
増
え
て
き
て
い

る
。
宿
泊
業
界
も
工
夫
次
第

で
、
経
営
は
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
い
る
と
思
う
」
（
宿

泊
業
、
長
崎
）
。

　
「
消
費
税
増
税
の
影
響
に

よ
る
受
注
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
他
業
種
も
来
年
３
月
ま

で
は
忙
し
く
な
る
と
予
想
し

て
い
る
会
社
も
多
く
、
自
社

も
年
度
末
ま
で
は
多
忙
な
状

態
が
続
く
と
思
う
。
し
か
し

仕
入
金
額
も
上
昇
し
て
い
る

の
で
４
月
以
降
の
価
格
転
嫁

が
困
難
」（
小
売
業
、宮
崎
）。

　
「
消
費
増
税
前
の
駆
け
込

み
需
要
が
あ
る
と
予
想
し
て

い
た
が
、
思
っ
て
い
た
よ
り

消
費
行
動
は
弱
く
、
例
年
並

み
の
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、

光
熱
費
や
仕
入
価
格
の
上
昇

に
よ
り
利
幅
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
し
、
増
税
分
の
価
格

転
嫁
が
不
安
で
あ
る
」
（
対

個
人
サ
ー
ビ
ス
業
、千
葉
）。

　
あ
る
旅
館
の
決
算
報
告

会
。
「
前
期
に
引
き
続
き
今

期
も
滑
り
出
し
は
予
定
通

り
。

年
は
設
備
投
資
も
可

能
な
範
囲
で
行
い
た
い
」
と

若
社
長
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
ら
れ
た
の
で
、
「
消
費
税

は
予
定
通
り
引
き
上
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
が
惑
わ
さ
れ
な
い

こ
と
。
設
備
投
資
は
中
長
期

で
検
討
す
る
べ
き
課
題
。
こ

れ
か
ら
出
て
く
る
減
税
策
や

助
成
制
度
な
ど
も
よ
く
検
討

し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
」
と

返
し
た
。

　
景
気
が
回
復
し
つ
つ
あ
る

局
面
に
お
い
て
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
お
客

さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
積
極
的
な
設
備
投
資
を

検
討
し
て
い
る
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
話
も
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。そ
こ
で
、

２
０
１
３
年

月

日
の
本

紙
で
も
既
存
資
産
の
改
修
に

係
る
税
制
上
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
設

備
投
資
に
か
か
わ
る
減
税
策

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た

い
。

　

年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

（
旅
館
業
や
ホ
テ
ル
業
も
本

制
度
の
適
用
対
象
事
業
に
含

ま
れ
て
い
る
）
を
営
む
中
小

企
業
の
経
営
改
善
を
支
援
す

る
た
め
の
設
備
投
資
減
税
が

創
設
さ
れ
た
。
本
制
度
は


年
４
月
１
日
か
ら

年
３
月


日
ま
で
が
対
象
期
間
と
さ

れ
て
お
り
、
適
用
要
件
は
以

下
の
通
り
。

　
①
資
本
金
１
億
円
以
下
の

中
小
企
業
者
等
で
あ
る
こ
と

　
②
経
営
革
新
等
支
援
機
関

等
か
ら
経
営
改
善
に
関
す
る

指
導
及
び
助
言
を
受
け
て
い

る
こ
と

　
③
経
営
革
新
等
支
援
機
関

等
か
ら
の
指
導
お
よ
び
助
言

を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
の
写
し
を
申
告
書

に
添
付
し
て
い
る
こ
と

　
④
②
の
指
導
お
よ
び
助
言

に
基
づ
い
て
取
得
価
額
が


万
円
以
上
の
新
品
の
器
具
備

品
、

万
円
以
上
の
新
品
の

建
物
附
属
設
備
を
取
得
し
事

業
供
用
し
て
い
る
こ
と

　
こ
れ
ら
要
件
を
満
た
し
た

場
合
に
は
、
事
業
供
用
し
た

年
度
の
対
象
資
産
の
減
価
償

却
費
を

％
上
乗
せ
す
る

か
、
設
備
投
資
額
の
７
％
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
（
税
額
控
除
は
資
本

金
が
３
千
万
円
以
下
の
中
小

企
業
者
等
の
み
）
。

　
本
制
度
は
適
用
対
象
投
資

額
が

万
円
か
ら
と
低
く
設

定
さ
れ
、
経
営
改
善
に
資
す

る
器
具
備
品
ま
た
は
建
物
附

属
設
備
で
あ
れ
ば
細
か
い
設

備
の
要
件
は
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　
そ
の
た
め
、
ロ
ビ
ー
の
応

接
セ
ッ
ト
や
じ
ゅ
う
た
ん
の

新
調
、
冷
暖
房
設
備
や
ボ
イ

ラ
ー
の
入
れ
替
え
な
ど
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
業
で
使
用
す
る

器
具
備
品
や
建
物
付
属
設
備

は
幅
広
く
対
象
に
な
る
。

　
な
お
、
経
営
革
新
等
支
援

機
関
と
は
、
中
小
企
業
が
安

心
し
て
経
営
相
談
な
ど
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
的

知
識
や
実
務
経
験
が
一
定
レ

ベ
ル
以
上
の
者
と
し
て
国
が

認
定
し
た
金
融
機
関
、
税
理

士
、
公
認
会
計
士
、
弁
護
士

な
ど
の
こ
と
を
指
す
。

　

年
末
時
点
で
全
国
に
２

万
件
近
く
の
認
定
機
関
が
存

在
す
る
。
多
く
の
場
合
、
税

理
士
事
務
所
が
経
営
革
新
等

支
援
機
関
の
認
定
を
受
け
て

い
る
た
め
、
設
備
投
資
を
検

討
す
る
際
に
は
本
制
度
の
適

用
に
関
し
て
先
ず
は
顧
問
税

理
士
に
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　
（
慶
応
大
卒
後
三
菱
銀
行

〈
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
〉
入
行
。
１
９
９
０
年
杉

乃
井
ホ
テ
ル
入
社
。
２
０
０

０
年
退
社
。
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所

代
表
）

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
消
費
状
況
調
査
（
支
出
関

連
項
目
、２
人
以
上
の
世
帯
）

の
２
０
１
３
年

月
分
（
速

報
）
を
公
表
し
た
。
同
月
の

宿
泊
料
へ
の
支
出
は
１
世
帯

当
た
り
２
４
３
０
円
で
、
前

年
同
月
比
で
実
質

・
３
％

増
加
し
た
。

　
調
査
は
購
入
頻
度
が
少
な

い
高
額
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
支
出
を
調
べ
た
も

の
。

　
観
光
関
係
で
は
こ
の
ほ

か
、パ
ッ
ク
旅
行
費（
国
内
）

が
４
４
７
１
円
で
、
同

・

２
％
増
加
。
パ
ッ
ク
旅
行
費

（
外
国
）が
２
５
９
６
円
で
、

同
４
・
５
％
減
少
。
航
空
運

賃
が
１
１
２
９
円
で
、
同
９

・
２
％
増
加
。

の
支
出
項

目
別
で
増
加
率
が
高
か
っ
た

の
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
（
ソ

フ
ト
含
む
）の

・
０
％
増
、

冷
蔵
庫
の

・
１
％
増
、
洗

濯
機
の

・
６
％
増
な
ど
。

減
少
率
が
高
か
っ
た
の
は
出

産
入
院
料
の

・
８
％
減
、

カ
ー
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の


・
３
％
減
な
ど
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
支
出
総
額
は
５
８
８
６

円
で
、
同

・
２
％
増
。


